
  

  

★ 被 災 地 等 を 支 援 す る  【  JOSO た す  け あ い 基 金】   は 注 文 番 号  4 7 3   に て 毎 週 受 け 付 け て い ま す。 ご 協 力 よ ろ し く お 願 い 致 し ま す。   

★  関 東 子 ど も 健 康 調 査 支 援 基 金 【 寄 付】   　 注 文 番 号 ：  4 7 2   　 1 口 1000 円 ～ 　 に て 毎 週 受 け 付 け て い ま す。 ご 協 力 よ ろ し く お 願 い 致 し ま す。   

★  東 海 第 二 原 発 差 止 訴 訟 基 金 【 寄 付】   　 注 文 番 号 ：  4 7 1   　 1 口 500 円 に て 毎 週 受 け 付 け て い ま す ご 協 力 お 願 い 致 し ま す。   

  

    

  
2021 年 3 ⽉ 27 ⽇   10 ︓ 00 〜 12 ︓ 00 に ZOOM （オ ン ラ イ ン 会 議 ツー ル） を 使 ⽤ し て 新 型 コ ロ ナ ウィ ル ス ワ ク チ ン に 
関 す る 学 習 会 を 開 催 し ま し た。 今 回 は ⽇ 本 消 費 者 連 盟 の 講 師 派 遣 を 利 ⽤ し て 天 笠 啓 佑 さ ん （ジャー ナ リ ス ト、 市 
⺠ バ イ オ テ ク ノ ロ ジー 情 報 室、 ⽇ 本 消 費 者 連 盟 顧 問） を 講 師 に 迎 え て お 話 を 聞 き、 ⽇ ご ろ 気 に なっ て い る 事、 質 
疑 応 答 も 含 め て 含 め て お 伺 い し ま し た。 今 回 は 開 催 し た 内 容 を 掲 載 し ま す。 知 る・ 考 え る キッ カ ケ に な れ ば と 思 
い ま す。   

  
1  、 予 防 接 種 に つ い て 考 え る   

● 種 痘 法 か ら 始 ま る  (1904  年 )   
● 1948  年 に 予 防 接 種 法 制 定  ( 国 ⺠ の 義 務、 社 会 

防 衛 )     伝 染 病 が 蔓 延 の 時 代 当 時 義 務 付 け ら れ 
た 感 染 症 は、 種 痘、 ジ フ テ リ ア、 腸 チ フ ス、 
パ ラ チ フ ス、 発 疹 チ フ ス、 コ レ ラ、 ペ ス ト な 
ど   

● 1976  年 に 法 改 正   腸 チ フ ス、 パ ラ チ フ ス、 
発 疹 チ フ ス、 ペ ス ト な ど を 削 除。 ⿇ 疹、 ⾵ 
疹、 ⽇ 本 脳 炎 の 定 期 接 種 化、 種 痘 の 原 則 廃 ⽌ 
化。   
こ の 改 正 ま で 接 種 を 受 け な かっ た も の す べ て 
が 罰 則 の 対 象   
1994  年 に 対 象 疾 病 の ⾒ 直 し と、 義 務 接 種 か 
ら 勧 奨 接 種 へ 国 の 責 任 回 避 と 最 終 判 断 は 親 に 
( ⾃ ⼰ 責 任 )   

● 2001  年 に 定 期 接 種・ ⼀ 類 疾 病 と ⼆ 類 疾 病  ( ⾼ 
齢 者 対 象 の イ ン フ ル エ ン ザ )  が 規 定 さ れ る ⼀ 類 

疾 病 は 原 則 無 料、 国 の 負 担 で ⾃ 治 体 が ⾏ う。 
努 ⼒ 義 務。 ⼆ 類 疾 病 に 努 ⼒ 義 務 は な い   

●    2003  年 に 予 防 接 種 法 が 改 正 さ れ 副 反 応 の 
健 康 被 害 に 対 し て 救 済 給 付 ⾦ ⽀ 払 い へ 医 薬 品 
は メー カー の 拠 出 ⾦、 ワ ク チ ン は 都 道 府 県 の 
負 担   

● 2013  年 に  HPV(  ⼦ 宮 頸 が ん )  ワ ク チ ン の 定 期 接 
種 化、 副 反 応 が 拡 ⼤ し 勧 奨 を 中 ⽌   

● 2020  年 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス を め ぐ り、 ワ ク 
チ ン 開 発 が 過 熱 化 ロ タ ワ ク チ ン の 定 期 接 種 化   

● 2021  年、 新 型 コ ロ ナ ワ ク チ ン の 接 種、 世 界 
で 始 ま る   

    
今 回 の ワ ク チ ン 承 認 で の 問 題 点   

● 基 礎 研 究、 動 物 実 験、 臨 床 試 験 が 同 時 並 ⾏ に 
⾏ わ れ る   

● 承 認 を 急 い だ こ と で、 有 効 性 は︖   安 全 性 
は︖   
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● ワ ク チ ン は 健 康 な ⼈ に 接 種 す る た め、 安 全 性 
が 絶 対 条 件   

● 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス ⾃ 体 も ま だ 不 明 な 部 分 が 
多 い   

● 変 異 株 の 拡 ⼤ と 新 た な ワ ク チ ン 開 発、 ワ ク チ 
ン 漬 け 社 会 に なっ て い く 事 が 予 想 さ れ る   

  
2 、 多 国 籍 企 業 が ⽀ 配 す る 製 薬 業 界   

● 巨 ⼤ 化 す る 世 界 の 製 薬 メー カー   
○ 新 型 コ ロ ナ ワ ク チ ン が、 ワ ク チ ン の 

世 界 を 変 え る   
○ 従 来 の ワ ク チ ン・ メー カー か ら、 巨 

⼤ 多 国 籍 製 薬 企 業 へ   
○ バ イ テ ク ベ ン チャー と 組 ん で の 開 発 

が 主 流 に   
○ ⼤ 学 発 ベ ン チャー の 闊 歩   
○ 開 発 期 間 の 短 縮・ 容 易 な ⼤ 量 ⽣ 産   
○ 従 来 の ワ ク チ ン も 変 え る こ と に   
○ 知 的 財 産 権 が 巨 額 の 利 益 を 約 束   

    
〇 ⽇ 本 が 購 ⼊ を 契 約 し た 3 社     

● 英 国・ ア ス ト ラ ゼ ネ カ 社、 オッ ク ス フォー ド 
⼤ 学    ウ イ ル ス ベ ク ター・ ワ ク チ ン （チ ン パ 
ン ジー・ ア デ ノ ウ イ ル ス を 使 ⽤ (世 界 第 10 位、 
売 上 げ 2 兆 ３ ９ ２ ３ 億 円)  

● ⽶ 国・ ファ イ ザー 社、 ビ オ ン テッ ク 社    
mRNA ワ ク チ ン (mRNA を 脂 質 ナ ノ 粒 ⼦ に 包 
む） (世 界 第 2 位、 売 り 上 げ 5 兆 ８ ０ ９ ９ 億 円)   

● ⽶ 国・ モ デ ル ナ 社    mRNA ワ ク チ ン (mRNA を 
脂 質 ナ ノ 粒 ⼦ に 包 む) （ベ ン チャー 企 業、 ⽇ 本 
で は 武 ⽥ 薬 品 が 販 売） 南 ア フ リ カ 変 異 株 ワ ク 
チ ン 開 発   
    

〇 ⽇ 本 で は 外 資 の 席 卷   ⽇ 本 企 業 の 買 収 相 次 ぐ   
● ⽇ 本 市 場 最 ⼤ の 売 り 上 げ は、 武 ⽥ 薬 品 を 上 回 

り ファ イ ザー (⽶ 国) に   
● 買 収 さ れ た り、 ⼦ 会 社 化 さ れ た ⽇ 本 企 業   中 

外 製 薬 (ロ シュ)、 万 有 製 薬 (メ ル ク)、 エ ス エ ス 
製 薬 (ベー リ ン ガー・ イ ン ゲ ル ハ イ ム)、 ⽥ 辺 
製 薬 (ファ イ ザー)、 藤 沢 薬 品 (ア ス ト ラ ゼ ネ カ)   

  
こ れ ま で の ワ ク チ ン・ メー カー   
⽇ 本 の 主 要 6 社・ 武 ⽥ 薬 品・ (社) 北 ⾥ 研 究 所・ (財) 化 学 
及 ⾎ 清 療 法 研 究 所、 (財) 阪 ⼤ 微 ⽣ 物 研 究 所、 デ ン カ ⽣ 
研、 サ イ フィ・ パ ス ツー ル   
  

BCG と ツ ベ ル ク リ ン      
⽇ 本 ビー シー ジー 製 造 (株)、 ポ リ オ   (財) ⽇ 本 ポ リ オ 
研 究 所   
イ ン フ ル エ ン ザ・ ワ ク チ ン・ メー カー   
⽥ 辺 三 菱 製 薬、 デ ン カ ⽣ 研、 ア ス テ ラ ス 製 薬 (化 ⾎ 
研)、 第 ⼀ 三 共 (北 ⾥ 研 究 所)   

  
   3 、 ウ イ ル ス と 細 菌 (バ ク テ リ ア)   
ワ ク チ ン は、 ジェ ン ナー か ら 始 ま り (⽜ 痘ー 天 然 痘)、 
パ ス ツー ル の 狂 ⽝ 病 な ど ウ イ ル ス 対 策 が 先 ⾏ し た。 細 
菌 は コッ ホ の 炭 疽 菌 か ら 始 ま る (弱 毒 化)   
ワ ク チ ン と い う ⾔ 葉 は、 ⽜ 痘 の ラ テ ン 語 読 み か ら き て 
い る   
細 菌 と は 原 初 的 な ひ と つ の 細 胞 の ⽣ 物   

● 細 菌 は 細 胞 分 裂 で 増 殖 す る   
● 細 菌 に は 基 本 的 に 抗 ⽣ 物 質 が 有 効   

ウ イ ル ス は ⽣ 物 と 無 ⽣ 物 の 中 間 に 位 置 し、 ⽣ き た 細 胞 

に 寄 ⽣ し 増 殖 す る → ウ イ ル ス の 増 殖 の 仕 組 み   
  

〇 ワ ク チ ン の 基 本   
● 抗 原 抗 体 反 応   

○ 抗 原 (異 物、 こ こ で は ウ イ ル ス)、 抗 体 
（抵 抗 ⼒）   

増 殖 に 細 胞 の 蛋 ⽩ 質 合 成 の 仕 組 み を 利 ⽤ す る た め  細 胞 
に 影 響 を 与 え ず に、 ウ イ ル ス の 増 殖 を 阻 害 す る 物 質 を 
作 り 出 す こ と は で き な い   

  
4 、     免 疫 と は   ⾮ ⾃ ⼰ の 認 識 と 排 除 の 仕 組 み   

  
細 菌 は ⼀ 般 的 に 抗 体 が 対 応、 ウ イ ル ス は ⼀ 般 的 に 抗 体 
と ナ チュ ラ ル キ ラー (NK) 細 胞 が 対 応 す る。   
抗 体 は ウ イ ル ス や 細 菌 を 攻 撃、 NK 細 胞 は ウ イ ル ス が 
感 染 し た 細 胞 を 攻 撃。   

● 抗 原 (ウ イ ル ス や 細 菌) 提 ⽰ 細 胞   マ ク ロ 
ファー ジ、 T 細 胞、 B 細 胞   

● 抗 体 (免 疫 グ ロ ブ リ ン、 Ig)   IgM 、 IgG 、 IgA 、 
IgD 、 IgE( ア レ ル ギー を 引 き 起 こ す)、 液 性 (体 
液 性) 免 疫 と も い う   

情 報 伝 達 物 質 (サ イ ト カ イ ン)   イ ン ター フェ ロ ン (α 、 
β 、 γ) 、 イ ン ター ロ イ キ ン (1-33) 他   
   〇 ワ ク チ ン の 基 本 的 な 問 題 点   

● 複 雑 な 免 疫 シ ス テ ム へ の 介 ⼊   
○ 抗 原 抗 体 反 応 は 単 純 で は な い   
○ 中 和 抗 体 と ADE 、 ERD   
○ ウ イ ル ス の 感 染 や 増 殖 が 強 ま る 抗 体 

依 存 性 感 染 増 強 (ADE) 、 ワ ク チ ン 関 連 
呼 吸 器 疾 患 増 強 (ERD) が 起 き る 危 険 性 
が   

● ア レ ル ギー や ア ナ フィ ラ キ シー・ ショッ ク の 
可 能 性 が あ る。   

● ⾃ ⼰ 免 疫 疾 患 の 増 ⼤ の 可 能 性 も (特 に ⼥ 性 が な 
り や す い)     

  
5 、     ア ジュ バ ン ト (免 疫 反 応 増 強 剤) と は︖   
新 型 コ ロ ナ ワ ク チ ン に は 必 須 に なっ て お り、 抗 原 を 接 
種 部 位 に ⻑ く と ど め る (サ イ ト カ イ ン を 誘 導) 効 果 が あ 
る。 広 く ⽤ い ら れ て い る の が ア ル ミ ニ ウ ム 化 合 物   

● ア ル ミ は 組 織 破 壊 を 起 こ す (サ イ ト カ イ ンー 情 
報 伝 達 物 質 を 誘 導) そ の た め 疼 痛、 腫 脹、 発 ⾚ 
な ど の 局 所 反 応 が 起 き る 頻 度 が ⼤ き い。 局 所 
反 応 を 起 き に く く す る た め に ⽪ 下 注 射 は な る 
べ く ⽪ 下 深 く (筋 ⾁ 内 に 近 く)、 新 型 コ ロ ナ ワ 
ク チ ン は 筋 ⾁ 内 接 種   

● ア ル ミ 化 合 物 が も た ら す 抗 体 は 限 定 さ れ て い 
る (IgG1 、 IgE) 時 に は、 ア レ ル ギー や ⾃ ⼰ 免 疫 
疾 患 の 原 因 に も な り 得 る   
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6 、     新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 は な ぜ 拡 ⼤ し た の か︖   
病 め る 現 代 社 会 が 作 り 出 し た 感 染 症   

● い ま の 政 策 や 社 会 の 在 り ⽅ が 拡 ⼤ を も た ら し 
た と 考 え ら れ る。   

● ウ イ ル ス や 細 菌 と いっ た 微 ⽣ 物 敵 視 政 策 (清 潔 
社 会)   

○ 抗 菌 グッ ズ、 除 菌 剤 の 販 売 を 促 進   
○ 官 ⺠ 挙 げ て ワ ク チ ン や 抗 ウ イ ル ス 剤 

の 開 発 に 邁 進   
○ ⼈々 の も つ 病 原 微 ⽣ 物 へ の 抵 抗 ⼒ が 

奪 わ れ て き た   
● 保 健 所 を 減 ら す な ど 公 衆 衛 ⽣ 軽 視 政 策   
● 経 済 効 果 が ⼤ き い が ん な ど の ⽣ 活 習 慣 病 に 政 

策 の 軸 が 置 か れ た   
○ 1989 年 (平 成 元 年) の 保 健 所 の 数 は 848   
○ 2018 年 (30 年) 469 に ま で 減 少   

● 社 会 的 に 弱 い ⽴ 場 に あ る ⼈々 に 容 赦 な い 仕 打 
ち を も た ら し て い る   

○ ⽇々 の ⾷ べ 物 に 困 る ⼈々 が 増 え て い 
る。   

○ 家 庭 内 暴 ⼒ や 虐 待 が 増 え、 社 会 的 差 
別 が 横 ⾏ し て い る。   

● 最 も 影 響 を 受 け る ⼈々   
○ ⾼ 齢 者、 基 礎 疾 患 を 持っ て い る ⼈、 

栄 養 失 調 な ど 体 が 弱っ て い る ⼈   
  

〇 環 境 破 壊 が 新 型 感 染 症 拡 ⼤ を 招 い て き た   
● 新 興 感 染 症 の 登 場 や 拡 ⼤   

● エ イ ズ、 エ ボ ラ 出 ⾎ 熱、 ⻄ ナ イ ル 
熱、 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 変 異 が も た ら 
し た SARS （重 症 急 性 呼 吸 器 症 候 群） 
と MERS （中 東 呼 吸 器 症 候 群）  

● ⼈ 畜 共 通 感 染 症 と し て の ⾼ 病 原 性 ⿃ 
イ ン フ ル エ ン ザ、 BSE （狂 ⽜ 病）   

● そ し て 今 回 の 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス   
● 地 球 規 模 で の 環 境 破 壊 が 要 因 に 気 候 変 動 の 進 

⾏ が、 ウ イ ル ス の 宿 主 と な る ⽣ 物 に 影 響   
● ウ イ ル ス の ⽣ 存 戦 略 に 変 化 を も た ら し て き た   

  
〇 ⽣ 物 多 様 性 の 破 壊、 と く に 問 題 に なっ て い る の が 熱 
帯 ⾬ 林 の 破 壊 が 影 響   

● そ こ に ⽣ 息 す る ⽣ 物 を 宿 主 と し て い た 病 原 性 
ウ イ ル ス が ⽂ 明 社 会 に 流 ⼊   

● エ イ ズ ウ イ ル ス、 エ ボ ラ 出 ⾎ 熱 ウ イ ル ス、 ⻄ 
ナ イ ル 熱 ウ イ ル ス な ど   

● 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス も ま た 奥 地 に い る コ ウ モ 
リ の ウ イ ル ス   

  
〇 な ぜ 新 型 ウ イ ル ス は 誕 ⽣ し た の か   

● キ ク ガ シ ラ コ ウ モ リ が 保 有 し て い た SARS ウ 
イ ル ス が 変 異 し た と 考 え ら れ て い る 説。   

○ 北 京 ⼤ 学 の 研 究 チー ム の 解 析   
○ キ ク ガ シ ラ コ ウ モ リ 由 来 の SARS ウ イ 

ル ス と、 由 来 が 分 か ら な い 他 の コ ロ 
ナ ウ イ ル ス が、 野 ⽣ ⽣ 物 の 体 内 で 混 
合 の 可 能 性。 → マ レー セ ン ザ ン コ ウ 
説 が 有 ⼒   

● 中 国 の 研 究 所 か ら 漏 れ 出 た と す る 説   
○ 武 漢 に あ る ２ つ の 研 究 所   
○ WHO 調 査 の 問 題 点   
○ 妨 げ ら れ た Ｂ Ｂ Ｃ の 調 査   
○ 武 漢 ウ イ ル ス 研 究 所、 武 漢 疾 病 管 理 

予 防 セ ン ター。 2 つ の 研 究 所 は い ず れ 

も SARS ウ イ ル ス の 研 究 に 取 り 組 ん で 
い る   

○ 研 究 者 は、 キ ク ガ シ ラ コ ウ モ リ の ウ 
イ ル ス を 奥 地 の 洞 窟 か ら 採 取。 そ の 
際 研 究 者 が コ ウ モ リ に か ま れ た こ と 
が あ る   

○ コ ウ モ リ か ら 採 取 し た コ ロ ナ ウ イ ル 
ス を ⽤ い た 動 物 で の 実 験。 ⽣ き た ⼦ 
豚 に 注 射 す る 実 験 が 繰 り 返 し ⾏ わ れ 
て い た。 そ の 実 験 に は ⽶ 国 も 絡 ん で 
い る   

〇 ワ ク チ ン 開 発 が 新々 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 誕 ⽣ の 危 険 性 
を 増 幅   

● ウ イ ル ス の ⽣ き 残 り 戦 略 に 影 響 が あ る。   
● ⽇ 常 的 に ウ イ ル ス や 細 菌 が 改 造 さ れ て い る。   
● 遺 伝 ⼦ 組 み 換 え 技 術 に 続 き ゲ ノ ム 編 集 技 術 が 

登 場 し て い る。   
● 改 造 微 ⽣ 物 を 扱 う 施 設 も 世 界 中 に く ま な く 広 

がっ て い る。   
  

7 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス で 開 発 が 進 め ら れ て い る ワ ク 
チ ン の 種 類   
〇 従 来 型 ワ ク チ ン (ウ イ ル ス そ の も の を 接 種)   

● ⽣ ワ ク チ ン    弱 毒 ウ イ ル ス を 接 種。 ⼀ 定 の 割 
合 で 副 反 応 を も た ら す こ と か ら 現 在、 新 型 コ 
ロ ナ ウ イ ル ス ワ ク チ ン で の 開 発 は ⾏ わ れ て い 
な い。   

● 不 活 化 ワ ク チ ン    死 ん だ ウ イ ル ス を 接 種。 複 
数 回 接 種 と ア ジュ バ ン ト (免 疫 反 応 増 強 剤) 使 
⽤ に よ り 体 の 負 担 が ⼤ き い。 新 型 コ ロ ナ ワ ク 
チ ン で は、 主 に 中 国 で 開 発 が 進 め ら れ て い 
る。   

  〇  遺 伝 ⼦ 組 み 換 え 技 術 で 作 る ワ ク チ ン   
● 遺 伝 ⼦ 組 み 換 え ウ イ ル ス 様 粒 ⼦ (VLP) ワ ク チ 

ン    蛾 の 細 胞 ⽤ い て ウ イ ル ス の 外 ⽪ 蛋 ⽩ 質 を 
集 積 し て 作 り、 ア ジュ バ ン ト を 加 え て 製 品 化 
し、 接 種 す る。 HPV( ⼦ 宮 頸 が ん) ワ ク チ ン で 
激 し い 副 反 応 が 出 た。 新 型 コ ロ ナ ワ ク チ ン で 
は、 ⼤ 阪 ⼤ 学 で 開 発 が 進 め ら れ て い る。   

● 遺 伝 ⼦ 組 み 換 え た ん ぱ く ワ ク チ ン    ウ イ ル ス 
の 抗 原 蛋 ⽩ 質 を 昆 ⾍ な ど の 細 胞 で 作 り、 ア 
ジュ バ ン ド を 加 え て 製 品 化 し、 接 種 す る。 フ 
ラ ン ス で イ ン フ ル エ ン ザ ワ ク チ ン が 作 ら れ て 
い る の み。 遺 伝 ⼦ 組 み 換 え ペ プ チ ド ワ ク チ ン 
も こ れ に あ た り、 ロ シ ア で 承 認 さ れ た 「エ ピ 
ワ ク コ ロ ナ」 が こ れ に あ た る。   

    
〇 遺 伝 ⼦ を 体 内 に ⼊ れ、 体 内 で 抗 原 を 作 ら せ る ワ ク チ 
ン (こ れ が 今 の 開 発 の 主 流)   
・ DNA ワ ク チ ン      抗 原 蛋 ⽩ 質 を 作 る 遺 伝 ⼦ の DNA 
を ⼈ ⼯ 合 成、 プ ラ ス ミ ド に 乗 せ て そ の ま ま 接 種 す る。 
こ れ ま で に 承 認 さ れ た ワ ク チ ン は な い。   
・ mRNA ワ ク チ ン    抗 原 蛋 ⽩ 質 を 作 る 遺 伝 ⼦ の mRNA 
を ⼈ ⼯ 合 成、 脂 質 ナ ノ 粒 ⼦ な ど に 閉 じ 込 め て 接 種 す 
る。 こ れ ま で に 承 認 さ れ た ワ ク チ ン は な い。   
・ ウ イ ル ス ベ ク ター・ ワ ク チ ン    ウ イ ル ス に 抗 原 蛋 ⽩ 
質 を 作 る 遺 伝 ⼦ を 組 み 込 ん で 接 種 す る。 ア デ ノ ウ イ ル 
ス な ど が ⽤ い ら れ る が、 こ れ ま で エ ボ ラ ウ イ ル ス・ ワ 
ク チ ン で 承 認 さ れ た ワ ク チ ン が あ る だ け。   
    
〇 遺 伝 ⼦ を 体 内 に ⼊ れ、 体 内 で 抗 原 を 作 ら せ る ワ ク チ 
ン の 問 題 点   

1. 開 発 が 優 先 さ れ、 安 全 性 が 軽 視 さ れ て い る。 
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臨 床 実 験 は、 段 階 を 踏 ん で お ら ず、 ⼈ 体 実 験 
そ の も の で あ る。 こ れ は 最 先 端 の 医 療 技 術 で 
の ⼈ 体 実 験 を 禁 じ た ヘ ル シ ン キ 宣 ⾔ に 反 す 
る。   

2. ウ イ ル ス ベ ク ター・ ワ ク チ ン の 場 合、 弱 毒 ウ 
イ ル ス を ⽤ い て も 毒 性 を 復 活 さ せ る こ と が あ 
る。   

3. ワ ク チ ン の 有 効 性 そ の も の に も 疑 問 が あ る。 
新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 実 像 は 分 かっ て お ら 
ず、 感 染 者 で も 急 速 に 免 疫 反 応 が 衰 え る な ど 
の 問 題 が 指 摘 さ れ て い る。 ま た 変 異 株 が 広 
がっ て お り、 新 た な 変 異 種 出 現 の 可 能 性 も あ 
り、 ど こ ま で 有 効 か 分 か ら な い。   

4. mRNA ワ ク チ ン は、 使 わ れ る mRNA が 不 安 定 
な 物 質 で あ り、 有 効 に 働 く か 疑 問 が あ る。 冷 
凍 で の 保 存 や 輸 送 が 必 要 で あ る。   

5. い ず れ も ⼈ 間 の 遺 伝 ⼦ 操 作 で あ り、 遺 伝 物 質 
が ⽣ 殖 細 胞 に 移 ⾏ す れ ば、 ⼈ 間 の 遺 伝 ⼦ 改 造 
に つ な が り か ね な い。   

6. ⼈ 間 の 複 雑 な 免 疫 シ ス テ ム に 介 ⼊ す る た め、 
こ の よ う な 無 理 な ⼈ 体 実 験 が、 ア レ ル ギー や 
過 敏 症、 ⾃ ⼰ 免 疫 疾 患 な ど を も た ら す 危 険 性 
が あ る。   

7. SARS の ワ ク チ ン 開 発 が と ん 挫 し た 原 因 で あ 
る、 ウ イ ル ス の 感 染 や 増 殖 が 強 ま る 抗 体 依 存 
性 感 染 増 強 (ADE) や、 ワ ク チ ン 関 連 呼 吸 器 疾 
患 増 強 (ERD) が 起 き る 可 能 性 が あ る。   

8. 免 疫 系 へ の 介 ⼊ が、 脳 神 経 系 や 内 分 泌 系 に 影 
響 を も た ら す 危 険 性 が あ る。。   

9. RNA ウ イ ル ス の 持 つ 特 徴 で あ る 変 化 の 起 こ し 
や す さ が、 変 異 株 を 広 げ、 さ ら に そ の た め に 

ワ ク チ ン が 必 要 に な る、 屋 上 屋 を 重 ね る ワ ク 
チ ン 漬 け 社 会 が やっ て く る 可 能 性 が あ る。   

    
〇 主 な 変 異 株   
ウ イ ル ス の ま わ り に あ る 突 起 の ス パ イ ク た ん ぱ く 質 の 
遺 伝 ⼦ の 変 異 が 起 き て い る   
  

現 在 確 認 さ れ て い る 主 な 変 異 株   
● 英 国 型 （ B １. １. ７ 株、 あ る い は 

VOC-202012/01 ）  感 染 ⼒ が 50 〜 70 ％ 強 まっ て 
い る。 致 死 率 は 従 来 型 と 変 わ り が な い と ⾒ ら 
れ て い る   

● 南 ア フ リ カ 型 （Ｂ 1.351 株、 あ る い は 501Y.V2 
）  感 染 ⼒ が 強 まっ て い る。 感 染 者 が 獲 得 し た 
免 疫 の 効 果 が 弱 く、 こ れ ま で 開 発 さ れ た ワ ク 
チ ン が 効 か な い   

● ブ ラ ジ ル 型 （ｐ. １ 株、 あ る い は 501Y.V3 ）  感 
染 歴 の あ る ⼈ の 再 感 染 が ⾒ ら れ た。 感 染 ⼒ が 
強 まっ て い る 可 能 性 が あ る   

● ⽶ 国 型 （ COH.20G/501Y ）  こ れ ま で の と こ ろ 
感 染 ⼒、 致 死 率 な ど で 従 来 型 と 違 い は な さ そ 
う で あ る   

    
〇 ど う す れ ば よ い か︖   

● 気 候 変 動 へ の 対 応 や ⽣ 物 多 様 性 保 護   
● 微 ⽣ 物 を ⽤ い た バ イ オ テ ク ノ ロ ジー の 応 ⽤ の 

抑 制   
● 公 衆 衛 ⽣ を 充 実・ 保 健 所 重 視   
● 抗 菌 グッ ズ な ど 微 ⽣ 物 敵 視 社 会 か ら の 転 換   
● ⾃ 然 と の 触 れ 合 い を ⼤ 事 に す る 社 会 へ   

  
  

    
  我 が 家 は、 ⾊々 な 経 緯 を 経 て、 イ ン フ ル エ ン ザ ワ ク チ 
ン 等 に 頼 ら な い で き た 家 族 で は あ る の で す が、 コ ロ ナ ワ 
ク チ ン に 関 し て は、 ⾃ 分 の 為 に ワ ク チ ン を う と う と ⾔ わ 
れ れ ば、 な ん と な く で す が ⾃ 分 の ⾔ 葉 で 話 す 事 も 出 来 る 
か も し れ な い け ど、 周 り の ⼈ 達 の た め に も と ⾔ わ れ る と 
あ ま り に 無 知 過 ぎ る ⾃ 分 が い て、 今 ⽇ は 参 加 さ せ て 頂 き 
ま し た。 ま だ、 ⾃ 分 と し て の 考 え は ま と まっ て は い ま せ 
ん が、 ⼦ 供 も ４ ⽉ か ら 東 京 で 営 業 職 で 新 社 会 ⼈ と し て ⽣ 
活 が 始 ま り ま す。 仕 事 柄 ワ ク チ ン 接 種 を 強 要 さ れ る 時 が 
来 る か も し れ ま せ ん が、 少 な く と も ⾃ 分 の 意 志 で 選 択 で 
き る よ う に なっ て い て 欲 し い な と 願 い ま す。   

（つ く ば 市   H さ ん）   
  

本 ⽇ は あ り と う ご ざ い ま し た。 今 現 在 で は ワ ク チ ン が 全 
て で は な い 事 が わ か り ま し た。 ま た ワ ク チ ン は 社 会 防 衛 
の た め だ と ⾔ う こ と を 知 り ま し た。 質 問 さ せ て く だ さ 
い。   
  

① 他 ⼈ に 移 さ な い た め に ワ ク チ ン は 有 効 か︖   
  無 症 状 の 感 染 者 が 移 し て し ま う と ⾔ う の な ら ワ ク チ ン 
接 種 し て 発 症 し な く なっ た ⼈ も 抗 原 （ウ イ ル ス） は 持っ 
て い る は ず。 移 す 可 能 性 は な い の か︖ 接 種 者 の ⾶ 沫 に は 
ウ イ ル ス は 存 在 し な い の か︖   
  

多 国 籍 企 業 が ⽀ 配 す る 製 薬 業 界。 知 的 財 産 権 が 巨 額 の 利 
益 を 約 束 す る ワ ク チ ン 開 発。 何 と な く は 分 かっ て い ま し 
た が 今 回 で 良 く 分 か り ま し た。 ⽣ 協 の 役 割 を 再 認 識 し ま 
し た。 顔 の ⾒ え る 関 係 を ⼤ 事 に し、 ⽣ 産 者 を ⽀ え て ⾏ く 
こ と の ⼤ 事 な こ と を。   
当 ⽇ だ け で は な く、 ユー チュー ブ で 再 度、 ⾒ た こ と が で 

き た の は、 理 解 を 深 め る こ と に な り ま し た。   
（野 ⽥ 市   Y さ ん）   

（天 笠 さ ん か ら お 返 事 頂 き ま し た）   
無 症 状 の ⼈ は、 ウ イ ル ス に 感 染 し て い る の に、 症 状 が 出 
な い ⼈ で す。 そ の た め ウ イ ル ス は 増 殖 し て 他 の ⼈ に 感 染 
す る 可 能 性 が あ り ま す。 ワ ク チ ン の 場 合 で す が、 ワ ク チ 
ン が 期 待 通 り に 効 果 を 発 揮 す れ ば、 感 染 し て も ウ イ ル ス 
は 増 殖 で き ま せ ん。 そ の た め 他 の ⼈ に 感 染 を も た ら す こ 
と は あ り ま せ ん。   

  
  ⼈ 間 の 進 化 に ウ イ ル ス が ⼤ き な 関 わ り を 持っ て い た こ 
と、 ⾃ 然 宿 主 と 良 好 な 関 係 を 保っ て い た ウ イ ル ス が 環 境 
破 壊 等 に よっ て ⼈ 間 の ⽂ 明 に 接 触 し て し まっ た こ と な 
ど、 ウ イ ル ス と は ど ん な も の か、 と い う と こ ろ か ら 知 る 
こ と が で き て 理 解 が 深 ま り ま し た。   
  今 の 社 会 は、 免 疫 ⼒ は ワ ク チ ン で つ け る と い う 考 え 
で、 い ず れ ワ ク チ ン 漬 け 社 会 に なっ て し ま う と い う 警 
鐘、 そ も そ も 免 疫 ⼒ は ⾷ 事、 運 動、 ス ト レ ス 減 で 上 げ て 
い く の が 基 本 で あ る と い う こ と、 ワ ク チ ン 接 種 は ⾃ 分 で 
⾃ 分 の 体 を 把 握 し た 上 で 選 択 を、 と い う メッ セー ジ が ⼼ 
に 残 り ま し た。   

（守 ⾕ 市   S さ ん）   
  

イ ン フ ル エ ン ザ の ワ ク チ ン で す ら 具 合 が 悪 く な る こ と が 
よ く あっ て、 も う ず い ぶ ん 打っ て い な かっ た の で コ ロ ナ 
の ワ ク チ ン も ど う し よ う か 悩 ん で い ま し た。 マ ス ク と ３ 
密 対 策 の 徹 底 で す ね︕ 職 場 に 若 い ⼈ が 多 い の で い つ も 気 
に なっ て い た の で す が、 そ れ を 徹 底 し て 予 防 し て い こ う 
と 思 い ま す。   

（我 孫 ⼦ 市   S さ ん）   
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参 加 者 の 感 想 と 学 習 会 後 の Q ＆ A    ※ 紙 ⾯ の 都 合 上 ⼀ 部 掲 載 と さ せ て 頂 い て い ま す。   


